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広報紙に掲載の各事業は、変更になる場合があります。最新の情報はホームページなどでお知らせします。

　令和6年12月14日、吉田消防署で第7分団（青柳、井野、井野団地）の消防ポン
プ自動車更新に伴い、取手市消防団車両貸与式を行いました。

◆第7団笠
かさがわ

川分団長コメント
　新しい車両を活用し、地域の安全、安心を守っていきたいです。

消防団（第7分団）車両貸与式
問 消防本部警防課☎74-5895

空気が乾燥し、火災が起きやすい時季

命を守る「火の用心」
　この時季は、空気が乾燥しているため火災が発生しやすくなります。また風が強い日が
多く、火災が発生した際に大きく広がり、被害が大きくなる可能性があります。命や財産
を守るため、火の用心を心掛けましょう。 問 消防本部予防課☎74-1429

　住宅用火災警報器は火災発生を感知し警報音で知らせる機器で
す。住宅用火災警報器の使用期間の目安は10年です。そのまま
使用し続けると、電子部品の劣化や電池切れで火災を感知できな
くなりとても危険です。定期的に点検し、10年で交換しましょう。
●定期的に点検を（1年に1回以上）　●10年を目安に本体の交換を

住宅用火災警報器の点検・設置を

1月から3月は火災の発生件数が最多!!
　平成27年から令和6年の間に、市
内で発生した火災のうち、1月から
3月の3カ月間に発生したものが最
も多くなっています。空気の乾燥の
ほか、暖房器具の使用頻度が高いこ
とも原因として考えられます。

参考：平成27年～令和6年中の火災発生時
期・火災件数　※取手市消防本部調べ
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①寝たばこは絶対にしない、させない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③こんろを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

①ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する
②住宅火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する
③部屋を整理整頓し、寝具、衣類及

およ
びカーテンは、防炎品を使用する

④火災を小さいうちに消すために、消火器を設置し、使い方を確認しておく
⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を確認しておく
⑥防火防災訓練への参加、地域ぐるみの防火対策をしておく

住宅防火 いのちを守る10のポイント

●周囲には布団や衣類など燃えやすいものは置かない
●就寝中の出火は発見が遅れるため、就寝時は必ず消す
● �給油時は必ず消火し、灯油が漏れていないことを確認
してから本体にセットする

ストーブ使用の際はここに注意

●家の周囲に燃えやすいものを置かない、ごみは収集日に出す（放火対策）
●風の強い日はたき火をしない

その他の火災予防対策 動画で確認 　独立行政法人製品評価技術基盤機構（N
ナ イ ト
ITE）

では、火災の危険性を広めるため、出火の実験
動画を公開しています。

４
つ
の
習
慣

６
つ
の
対
策

　交通ルールを守る習慣を身に付けてもら
うため、新1年生一日警察署長を募集します。

日時 4月4日（金）9:00 ～ 12:00
対象 �市内在住で、4月に市内小学校入学

予定の子ども
定員 男女各2人（抽選）
申込 �郵送（はがき）：2月21日（金）～

�〒302-0017桑
くわばら

原955-1取手警察署交通課宛て
�※子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・入学予定の小学校名、保
護者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号（日中通話可能なもの）を明記

締切 3月7日（金）必着
�※3月13日（木）15時に取手警察署1階ロビーで公開抽選を行います。当
選者には電話連絡します。

一日警察署長を募集します
問 取手警察署交通課☎77-0110
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プライズ
rize 2024　JR東日本賞

岩
い わ せ

瀬俊
しゅんいち

一展 ARTS&MEETS開催

問 文化芸術課☎内線1291

　HERALBONY Art Prize 2024「JR東日本賞」受賞作をはじめ、岩瀬氏の多彩な作品を展示する「岩瀬俊
一展ARTS＆MEETS」を複数のアトレ店舗で開催します。四者連携（東京藝

げい
術大学・JR東日本・アトレ・市）

で協力するアトレ取手では特別に、受賞作品原画の展示やトークショーなどを開催します。異才が放つアー
トとその世界観を体感してください。
◎JR東日本グループは、誰もが暮らしやすい共生社会の実現に向けた活動の一環で、国内外の障害のある
作家と知的財産ライセンス契約を結び、障害のイメージ変容と新たな文化の創出を目指すクリエイティブ
カンパニー、ヘラルボニー社との共創に取り組んでいます。

インドネシアの影絵（「JR東日本賞」受賞作）

展示期間 2月13日（木）～19日（水）※17日（月）除く（アトレ取手休業日）
�◎13日（木）は13時から展示開始。16日（日）10:00 ～ 14:00は対
話型鑑賞会参加者のみ入場可。

時間 10:00 ～ 18:00
会場 とりでアートギャラリー（アトレ取手4階）
※展覧会の詳細は市ホームページをご確認ください。 市ホームページ

入場無料

申し込み、ライブ配信の
詳細はこちら

　岩瀬氏が所属する「やまなみ工房」施設長の山
やました
下完

まさ と
和氏を招いた

トークショーを開催します。当日はライブ配信も行います。
トークショー

（申込制）

日時 2月15日（土）13:00 ～ 14:20
会場 たいけん美

び
じゅつ場

ば
V
ビ バ
IVA（アトレ取手4階）

定員 先着30人※ライブ配信は定員なし
申込 二次元コードから
締切 2月14日（金）




